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大型石炭だきボイラのゾーンモジュールエ法  

ZoneModuleConstructionMethodforLargeCoalFiredPowerPlant  
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水 克 明＊3   

近年の大型石炭だき火力発電所の建設において，工期短縮及び安全性の向上が要求されている．当社は，これらの要求に対応  

するため大型石炭だきボイラにおいてゾーンモジュール工法を開発し，相馬共同火力（株）新地2号ボイラの現地建設工事に適用  

した．本工法はボイラサイドゾーンを高さ方向に4分割し，建設場所の隣接地で約600t／基×8基のモジュールを組立てる．こ  

れらをコア鉄骨頂部に設置した油圧ジャッキにより順次吊り上げサイドスパンを完成する，その後油圧ジャッキをボイラ頂部に  

移設し，トップゾーンモジュール“3200t”を吊り上げ設定する．この工法により従来工法に比べ4か月の建設工期短縮及び安  

全性の向上を図ることができた．  

Inrecentyearsithasbecomeincreasinglyimportantthattheconstructionperiodforlargecapacitycoalfiredpower  

plantmustbereduced，andthatthefactorofsafetyduringconstructionmustbeimproved．Inordertoachievetheabove  

ObjectiveswehaverecentlyintroducedthezonemoduleconstructionmethodforShinchiNo．2Boilerwhichisnowunder  

COnStruCtion．Theside section oftheboiler have been dividedinto modules of600tons，and are fabricatedin an area  

adjacenttotheboilerlocation．Themodulesarethentransportedandliftedsequentiallyintoposition，Wheretheyare  

fina11ylocatedandsecurelyconnected．Afterthesidemoduleshavebeenset，thetopofthezonemoduleweighting3200  

tonsisliftedintopositionusinghydraulicjacksmountedonthetopoftheboilerframe．Asaresultoftheabove，theboiler  

COnStruCtionperiodwasreducedbyfourmonths，andthelevelofsafetywashigher，Whencomparedwithnormalconstruc・  
tion methods．  

ことにより発電所での用地面積の低減，現地の人月削減による宿  

舎，通勤等の混雑緩和，配船隻数の減少による荷揚げ作業のふく  

そう緩和及びさらなる建設工期短縮を図ることが可能となった．   

2．相馬共同火力（棟）新地2号ボイラのゾーンモジュールエ法  

2．1相馬共同火力（棟）新地2号ボイラの概要   

表1にボイラ仕様を，図1にボイラ計画図を示す．  

1．ま え が き  

大型ボイラの現地建設工事においてこれまで“大型ブロック  

化”“先行取込”“大梁一体化”等を実施して工期短縮，安全性  

の向上を図ってきたが，大幅な工期短縮には限界があり，画期的  

な新工法の開発が必要となった．これまでに海外向け火力発電所  

のボイラ建設工事で採用した，ボイラを上下に2分割し，工場で  

完成品の状態に組立て海上輸送し，建設する“ボイラ胴切モジュ  

ール工法Mで培った設計，製作，輸送，建設の総合技術を基に，  

国内向け大型石炭だきボイラのゾーンモジュール工法を開発した．   

本工法は相馬共同火力（珠）新地2号ボイラの建設に採用し，工  

期短縮及び高所作業の低減に伴う安全性向上に貢献することを実  

証した．さらに，東北電力（株）原町1号ボイラにおいてモジュー  

ル範囲を約2倍に拡大し，当社長崎造船所のモジュールセンター  

でモジュールを組立て，バージ輸送し，建設する方法を採用する  

ボイラ前   

■■  

表1 新地2号ボイラ仕様  
BoilerspecificationofShinchiNo．2  

仕   様  

三菱超臨界庄変圧運転貫流ポイラ（屋外式）  

3080t／h  

246kが／cm2  

538℃  

566℃  

微粉炭  

重油（助燃用50％容量）  

MRS－1303ⅩRPx6台（内1台予備）  

三菱石炭だきPhレヾ－ナ 石炭6段×8コーナ  

油 3段×8コーナ  

軸流形2台  

軸流汗j2台  

軸流形2台  

遠心形2台  

ボイラ形式  

最大連続蒸発量  

主蒸気 圧力（タービン入口）  

温度（タービン入口）  

再熱蒸気 温度（タービン人口）  

燃 料  

微粉炭機  
バーナ  

押込通風機  

誘引通風機  
一次空気通風撒  

かス再循環通風機  
図1 新地2号ボイラ計画図  

BoilerarrangementofShinchiNo．2  

＊1副所長（元長崎造船所火力プラント建設部長） ＊3火力プラント建設部建設主管  
＊2火力プラント建設部長  ＊4火・カプラント建設部建設技術課主都  
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図2 新地2号，ゾーンモジュール分割図  
SectionalarrangementdrawingofShinchiNo．2，ZOnemOdule．  
（a）planview，（b）elevation，（C）sectionalview  

表2 新地2号，モジュール重量  
WeightofShinchiNo．2．modu）e  

名  称   重  

S8L・R：66OtX2遊＝132Ot  
サイドゾーン  S6L・R：55（＝×2基＝11UOt   

モジュール   S4L・R：57（）tX2基＝1140t  

S2L・R：770tX2基＝134（）t   

ト・ソプ、′－－ン  
モジュール   320Ut   

合計   8100 tt 

＝ 

缶左（Rは缶右）  

モジュールの最下段フロア  

（8の場合8FL）   

Sidezoneの頭文字  （c）断画周  

一ルをドーリで搬送し，あらかじめ建方完了したコア鉄骨頂部   

に設置した油圧ジャッキを使用して最上段モジュール（S8L／   

R）を吊り上げ，コア鉄骨に接合し，門型架構を完成する．   

次に門型架構頂部に油圧ジャッキ（200tX24台）を設置し，   

ステップロッドを落とし込みS6L／R，S4L／R，S2L／Rモ   

ジュールを順次接合しながら吊り上げ，最下段モジュール  

（S2L／R）の下部に短柱を取付ける．   

最後にコア鉄骨と取合う短梁及び上部短柱を取付けサイドゾ   

ーンモジュールが完成する．   

以上の据付手順は図4に示すとおりで，図5は据付状況を示   

す写真である．  

（2）ボイラトッ70ゾーンモジュールの据付   

サイトゾーンモジュールの設定が終了した後，ボイラエリア   

内の地上でトッ70大梁／小梁を組立て，あらかじめボイラ頂部  

に設定した油圧ジャッキを使用して，第1回即）上げを芙施す   

る．   

次にボイラ吊り棒，天井耐圧部を組込んだ後，第2回の即）  

上げをして，過熱器，再熱器及びデアーチブロックを組込みモ  

図3 モジュール記号  

SymboIsforShinchiNo．2module   

2．2 ゾーンモジュールの分割，構成   

相馬共同火力（株）新地2号ボイラのゾーンモジュールの分割は  

図2に示すとおりで，各モジュールの重量は表2に示す．またモ  

ジュール記号の説明は図3に示す．   

ボイラ支持鉄骨の四隅にサイドゾーンモジュール吊り上げ時の  

支持架橋となる“コア鉄骨”を設ける．   

サイドゾーンモジュールはボイラサイドスパンを高さ方向に4  

分割し，鉄骨を主体構造として機器，配管，ダクト，計装品，足  

場，手すりを組込み完成品の状態に地上で仕上げる．  

トップゾーンモジュー ルはトップ梁，天井耐圧部，過熱器，再  

熱器，デアーチブロックを油圧ジャッキで順次吊り上げながらボ  

イラエリア内の地上で組立てる．   

2．3 ゾーンモジュールエ法の概要  

（1）ボイラサイドゾーンモジュー ルの据付  

ボイラ建設場所の隣接地（注）で完成品の状態に組立てたモジュ  
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図4 新地2号，サイドゾーンモジュールの据付手順  

Order ofside zone moduleinstallation of ShinchiNo．2  

（b）S8Lジャッキアップ  （c）S6＋S4＋S2ジャッキアップ  （a）モジュール地組み  

図5 新地2号，ゾーンモジュールの現地建設状況  

FieldconstructionofShinchiNo．2．zonemodule，（a）moduleontheground，（b）1iftingofS8Lmodule．（C）liftingofS6十S4＋S2module   

モジ ュール範囲を相馬共同火力（株）新地2号ボイラの約2倍に拡  

大した．   

ゾーンモジュー ルの分割は図6に示すとおりで，各モジュール  

の重量は表3に示す．   

3．2 ゾーンモジュールエ法の概要  

（1）ボイラサイドゾーンモジュールの据付  

上段モジュールは鉄骨，足場が主体で主機の組込みが少ない   

ため現地モジュールとする．中段，下段モジュールは長崎モジ   

ュールセンターで鉄骨，機器，ダクト，配管，計装品を完成品   

の状態に仕上げ大型輸送船（バージ）で現地まで海送し，ドー   

リでボイラ建設場所まで搬送する．その後は相馬共同火力（株）   

新地2号ボイラと同様に油圧ジャッキでJllり上げ，設定する．  

ジュール重量が3200tになった状態でボイラトップまで一気   

に吊り上げ，トッ70大梁を柱ハンナに接合し，ボイラトッ78ゾ   

ーンモジュールの吊り上げが完了する．   

（注）：相馬共同火力（株）新地2号ボイラの場合は輸送ルートの制限で発  

電所敷地内でのモジュール製作を実施した．   

3．東北電力（棟）原町1号ボイラのゾーンモジュールエ法  

3．1ゾーンモジュールの分割，構成   

ボイラサイドゾーンモジュール及びトソプゾーンモジュー ルは  

相馬共同火力（株）新地2号ボイラと同様であるが，バンカゾーン  

及びAHゾーンをボイラ支持鉄骨から分離しバンカ／ミル／AH／  

脱硝ゾーンをモジュール可能な支持鉄骨の構造とすることより，  

三菱重二l二枚報 V（）l．32 No．1（1995－1）   



（b）立面周  

図6 原町1号，ゾーンモジュール分割国  

SectionalarrangementdrawingofHaramachiNo．1zonemodule，（a）planview，（b）elevation  

表3 原町1号，モジュール重1  

WeightofHaramachiNo．1．module  
AHモジュールを搬入し，脱硝モジュールをジャッキダウンし   

て接合する．   

4．む  す  び  

大型石炭だきボイラの建設工事において，地上でモジュールを  

組立てた後，油圧ジャッキで吊り上げるゾーンモジュール工法を  

開発したことで，従来実施していた高所での単品取付作業が大幅  

に低減した．したがって“熟練者（とび職，かじ職）不足”“労  

働時間”等現地工事特有の課題を緩和する方策になりうることが  

確認できた．また長崎モジュールセンターで，モジュールを組立  

て，バージ輸送し，ジャストインすることにより，発電所現地の  

“資材置場の低減”“工事量の平準化”が可能となる．さらに長  

崎モジュールセンターではモジュール組立中に設計者による総点  

検が容易となり，“品質向上”を図ることができるのも本工法の  

特長である．   

ゾーンモジュール工法はモジュールを自立した状態でバージ／  

ドーリ輸送するため，モジュールの主体構造であるボイラ支持鉄  

骨の配置及び構造設計が重要となる．また，発電所現地ではバー  

ジ接岸場所及びモジュールの搬入路を構内配置計画に配慮する必  

要があり，客先建設部門（含建築設計）及び機械，電気設計部門  

との十分なすり合わせが必要となる．   

本工法を大型石炭だきボイラの現地据付における最適工法とす  

るよう，相馬共同火力（株）新地2号ボイラの建設実績及び現在建  

設中の東北電力（株）原町1号ボイラの実績を基に，さらなる改善  

につとめる所存である．   

最後に本工法の実現に当たり，相馬共同火力（株），東北電力  

（株）の多大な御理解と御協力をいただき厚く感謝申し上げる次第  

である．  

名 称   重   量   建設場所   

上 段：600tX2基＝1200t  現 地  

ポ イ ラ サイドゾーン         中 段：700tX2基＝1400t  工 場  

下 段：1000tX2基＝2000t  エ 場   

ポ イ ラ  
トンプゾーン   2400t   現 地   

バンカゾーン  1100tX2基＝2200t   工 場   

ミ ル1′－ン  900tx2基＝1800t   工 場   

AHゾーン  950tX2基＝1900t   工 場   

脱硝ゾーン   650tX2基＝1300t   エ 場   

合 計   14200t   

（2）ボイラトップゾーンモジュールの据付   

相馬共同火力（株）新地2号ボイラと同様に地上組みして油圧   

ジャッキで吊り上げ設定する．  

（3）バンカ／ミルゾーンモジュールの据付   

バンカ／ミルゾーンを各々左右に2分割し，4モジュールに   

して長崎モジュールセンターで完成品の状態に仕上げバージで   

現地に海送しドーリで建設場所まで搬送する．   

吊り上げ方法はタービン建家上部とボイラ鉄骨に架けた仮設   

吊り上げ架構に油圧ジャッキを設定し，ドーリで搬入した，バ   

ンカモジュールを吊り上げ，その下部にミルモジュールを搬入   

し，バンカモジュールをジャッキダウンして接合する．  

（4）AH／脱硝ゾーンモジュールの据付   

バンカ／ミルゾーンモジュールと同様の方法で4モジュール   

にしてバージ／ドーリを使用し建設場所に搬入する．  

吊り上げ方法はバンカモジュール吊り上げ時に使用した仮設   

吊り上げ架構を移設し，脱硝モジュールを吊り上げその下部に  
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